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「菅原道真研究～『菅家後集』作品全注釈」（三冊目）刊行事業（その 1） 
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研究概要 

 

 

 

 

 

地域連携の一環として継続している大牟田市民大学講座ゼミの受講者有志による菅原道真公の

漢詩講読会（月１回）が今年で 10 年目に入った。平成２０年度に立居場学校長の支援で校長裁量

経費を頂き、学習成果を一冊の書籍として公にすることが出来た。その書は大牟田市のみならず近

隣の図書館・公共施設に寄贈し、有明高専の地域貢献の一端を証することが出来たと思う。その後

この市民の有志による講読会は会員の変動はあったものの現在まで定期的に継続出来ている。一冊

目を刊行後の３年間で、また新たな学習成果が生まれた。前回の続編として平成２３年度にほぼ完

成をみた原版のデータを基に平成２５年 1月に再度校長裁量経費の支援を受け、2冊目の刊行が実

現した。今回は、その後の学習成果の出版化として第三冊目の刊行に向けて原稿データ（刊行物の

出版原版データ）を平成２６年度末中に整理集約させ、平成２７年度中の出版を目指したい。その

ための この学習を継続しているゼミの有志と最終原稿を作成するに必要となる人件費などの支

援を切に願う次第である。 
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地域連携の一環として継続している大牟田市民大学講座ゼミの受講者有志による菅原道真公の

漢詩講読会（月１回）が前回の注釈本出版後、さらに学習を継続している。その後の更なる成果の

続編の出版化に向けて今年度はデータ構築・出版原版の作成を遂行したい。２７年度はこの原版を

基にその年の年度末までに刊行を遂行したい。 

前回の２冊の公刊同様、書籍として公にすることにより、この書を大牟田市のみならず近隣の図

書館・公共施設・及び全国の主要図書館に寄贈することにより、「菅原道真の漢詩研究」において

研究者・学会にその成果が寄与できることに止まらず、この有明高専の地域貢献の一端を全国に発

信できる証になるものと確信している。そしてその成果が 学会のみならず地域にも還元できるこ

とを強く期している。 

 【研 究 報 告】 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究経費 

執行内容報告 

 

研究成果 

報告 

 上記の研究計画に地場産業振興会より 18万円の支援を頂き、以下のような実践をさせて頂いた。 

 【支援金 執行概要】 

学習成果の出版化として第三冊目の刊行に向けて原稿データ（刊行物の出版原版データ）を平成

２６年度末中に整理集約させ、平成２７年度中の出版を目指すために、 この学習を継続している

ゼミの有志と最終原稿を作成するに必要となる人件費などの支援に充てたいと当初は考えていた

が、人件費の執行はこの支援金からの分は不可とのことで、急遽、人件費は私個人の研究費より支

出し、資料収集・整理用の PC関連の物品の購入に充てた。執行内容の詳細は後述している。 

 

【研究成果 報告】 

平成２３年度にほぼ完成をみた原版のデータを基に平成２５年 1 月に再度校長裁量経費の支援

を受け、2冊目の刊行が実現した。今回は、その後の学習成果の出版化として第三冊目の刊行に向

けて原稿データ（刊行物の出版原版データ）を平成２６年度末中に整理集約させ、平成２７年度中

の出版を目指すための この学習を継続しているゼミの有志と最終原稿を作成する事を目標に 

10月以降、２名のゼミ有志の協力を得て、各週 1回のペースで資料収集と、それを PCにデータ

化するための入力作業を継続して行った。写本関連、語句索引関連の資料のデータ化はこのことに

より、大方済ませることができた。 

一方、書籍発刊に向けての原稿化は 資料の査読等に手間取り、予定通りに進ませることが出来

なかった。漢詩講読会の回数を増やして対応するしかない状態で、焼山個人の校務の煩雑化が深刻

化しており、これ以上、時間を割くことが無理なことと、ゼミ会員の集まりも各自が仕事を持って

いる状況なので、月一のペースを崩すことは出来なかった。従って、27年度もさらにこの 

書籍に向けた原稿化の作業を地道に続けていくことにし、納得の行く研究成果を公にする方針を堅

持したい。 



 27年度は、この出版化計画とは別に、昨年熊本大学に提出し、博士号が認可された博士論文を 

書籍にすべく、27 年度末の完成を目指して、論文原稿の校正を進める事を実践している。その中

に 平成２０年度に校長裁量経費を頂き、学習成果を一冊の書籍として公にすることが出来た 

［『菅家後集注釈』「叙意一百韻」（その書は大牟田市のみならず近隣の図書館・公共施設に寄贈し、

有明高専の地域貢献の一端を証することが出来た）を再度全面改訂して全文、大牟田市民大学ゼミ

の学習成果として採録する予定で、現在、ゼミ有志と月 1のペースで校正作業を進めているところ

である。現在のところ、科研費の採択から漏れた為、自費出版になる可能性が高いが、100部の発

行部数分の出版費用の一部の支援を募っているところである。 

 

今回 総会で研究報告の発表の機会を頂けるので、この機に現在取り組んでいる研究テーマと研究

の現状の概要をご理解頂ければ有難い。 
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地域連携・生涯学習の場の地域への提供を願う大牟田市の要請に応えて始めた「大牟田市民大学

講座」が地域に定着し、それが新たに「市民大学ゼミ」としてより高度の市民の学習の機会も生ま

れた。それが9年間に亘り月１回のペースで継続出来ている。 

この成果を公にすることにより大牟田市民に限らず近隣地域の学びの場を求めている住人に大

きな刺激や励みを供するものとなると確信している。この取り組みは、有明高専の地域貢献の微々

たるものに過ぎないかもしれないが、こうした小さな芽を萌芽させる事に大きな意味があると思っ

ている。また、前回の刊行書籍は学会誌の中でも取り上げられ学術的に大きな評価を受けた。 一

方で、今の会員の高齢化が進み、おそらく今回の書籍としての刊行が最後になるのではないかとい

う不安もある。そうした状況下で、是非、今回の『菅原道真研究論文集』（［熊本大学提出 博士

論文］と３冊目［『菅家後集注釈』］の出版実現に向けてのご支援を今回同様、今後共切にお願い

したい。 

 

 

執行 期間 

平成２６年０９月～平成２７年３月末日 

支援金額 180千円 

執行額 内訳  

 

 
 

 １ 備品費                         

 

 

 

 

 

 ２ 消耗品費                          180 千円 

 

 データ保存用HD フラッシュメモリー他         30千円   

レーザープリンター用インク トナー他         20千円 

資料収集用スキャナー周辺機器             40千円 

ノートPC（WINNDOWS8）（データ収集 整理用）      80千円 

    製本用ファイル・用紙他               10千円 

 

３ その他                          

          

 

 

 


